
 

（法第28条第１項関係様式例）※事業報告書等提出用 
 

令 和 ５  年 度 事 業 報 告 書 

 令和 ５年 ４月 １日 から 令和 ６年 ３月３１日まで 

 

（法人の名称：特定非営利活動法人 スポーツコミュニティー軽井沢クラブ）  

 

 

１  事業の成果 

クラブの活動エリアである軽井沢町では、コロナ禍以降多くのファミリーが流入し、さらに

インバウンドを含む多くの観光客が訪れるようになったこともあり、地域経済も明るさを取

り戻しています。 

 

風越公園利用者数はコロナ前の水準に迫っており、自主事業に於いては地域住民向け、外来

者向け、それぞれ引き合いが活発です。 

いっぽう中高齢者が多く利用する「木もれ陽の里」（指導者派遣業務）では、昨年は高齢者

の出足が鈍く利用が伸び悩みましたが、今期は51％もの伸長をみせ勢いが出てきました。 

 

カーリングクラブチームの運営では強化サポートをおこなっている男子チームの活躍に加

え、女子チームが日本選手権に優勝し、2024-25シーズンは日本代表チームとして国際大会

に出場することが決まっています。 

 

当クラブは地域課題解決型ビジネスを展開するスポーツクラブを目指しており、中学校部活

動地域移行のコーディネーターとしての活動や「軽井沢こども未来基金」では、富裕層から

の寄付金を活用し、子どもたちの課外活動の移動に必要な地域コミュニティー交通の運行な

どにも携わっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

２  事業の実施に関する事項 

(1) 特定非営利活動に係る事業 

事 業 名 

(定款に記載

した事業) 

具体的な事業内容 

(A)当該事業の実

施日時 

(B)当該事業の実

施場所 

(C)従事者の人数 

(D)受益対象

者の範囲 

(E)人数 

事業費の 

金  額 

(単位：千

円) 

地域スポーツ 

事業 

②、③、⑥ 

⑪、⑫、⑭ 

 

アスリート支

援事業 

⑤、⑦、⑩ 

 

健康増進事業 

①、⑨ 

 

 

集客交流事業 

④、⑧、⑬ 

・スポーツ施設指定管理業務 

・自主プログラム 

・サークル活動 

 

 

・カーリング未来プロジェクト 

・カーリングクラブチーム活動 

 

 

・健康増進施設への指導者派遣 

 

 

 

・スポーツ大会運営 

・カーリング活性化プロジェクト 

 

(A) 通年 

(B)軽井沢町内 

(C)23 名 

 

 

(A)通年 

(B)軽井沢町内 

(C)7 名 

 

(A)通年 

(B)軽井沢町内 

(C)3 名 

 

(A)随時 

(B)軽井沢町内 

(C)3 名 

(D)地域住民 

(E)347,674 名 

 

 

 

(D)ｶｰﾘﾝｸﾞ選手･

ｺｰﾁ等 

(E)30 名 

 

(D)地域住民 

(E)15,897 名 

 

 

(D)地域住民 

外来者･選手 

(E)1,048 名 

108,702 

 

 

 

 

51,177 

 

 

 

13,954 

 

 

 

47,486 

 

 

(2) その他の事業（特定非営利活動に係る事業以外の事業） 

事 業 名 

(定款に記載

した事業) 

具体的な事業内容 

(A)当該事業の実施日時 

(B)当該事業の実施場所 

(C)従事者の人数 

事業費の 

金  額 

(単位：千

円) 

    

 



￭ 第１号議案｜事業別活動報告｜総務部（事務局）

① 会議の開催

【通常総会】令和5年6月8日

【定例理事会】

② 会員数 （令和6年4月30日現在）

46名正会員522名ジュニア会員45名一般会員

12社賛助会員

③ 事務局等

a. 全体行事 特になし

b. 主な会議

（R5.5.24、R6.2.16）県総合型地域スポーツクラブ連絡協議会総会

（R5.6.14、R5.9.15、R6.1.31）県地域スポーツ・文化芸術活動推進連絡協議会

（R5.4.24、R5.8.17、R5.10.16、
R6.2.20）軽井沢町中学校部活動地域移行検討委員会

@軽井沢アイスパークR5.10.13（水）第7回@軽井沢アイスパークR5.04.13（水）第1回

@軽井沢アイスパークR5.11.08（水）第8回@軽井沢アイスパークR5.05.29（水）第2回

@軽井沢町中央公民館R5.12.12（火）第9回@軽井沢町中央公民館R5.06.07（水）第3回

@軽井沢アイスパークR6.01.10（水）第10回@軽井沢アイスパークR5.07.11（火）第4回

@軽井沢アイスパークR6.02.14（水）第11回@軽井沢アイスパークR5.08.09（水）第5回

@軽井沢アイスパークR6.03.13（水）第12回@軽井沢アイスパークR5.09.13（水）第6回

④ 助成金・補助金等

公益財団法人ヨネックススポーツ振興財団助成金

1,000,000円確定額カーリングエリートアカデミー対象事業

独立行政法人日本スポーツ振興センター

614,000円確定額CITIZEN U21軽井沢Jr.チャレンジカップ対象事業

9,242,000円確定額軽井沢国際カーリング選手権大会

5



￭ 第１号議案｜事業別活動報告｜総務部（事務局）

⑤ 広報

SC軽井沢クラブ公式WEBサイトを中心に各種ソーシャルメディアを活用しながら情報を発信

https://www.karuizawaclub.ne.jp/WEBサイト

https://www.facebook.com/sckaruizawaclubFacebook

https://note.com/sckaruizawaclub/note

https://sports.yahoo.co.jp/official/writer/10315スポーツナビ

https://karuizawaclub-curling.com/

https://www.youtube.com/@Curling_SCKaruizawaClub

https://x.com/CurlingSCKC?s=20

https://www.facebook.com/CurlingSCKC

カーリング SC軽井沢クラブ

https://www.facebook.com/profile.php?id=100063811502262SC軽井沢スケートクラブ

https://www.facebook.com/sckaruizawafc/フットサル SC軽井沢クラブ

指定管理 軽井沢風越公園の情報を発信（スポーツマーケティング部各事業所により担当）

https://twitter.com/kazakoshipark?s=20&t=VECXMEFuI2A9NRicVBPndQ風越公園

https://www.facebook.com/scap.gymスカップ軽井沢・体育館

https://www.facebook.com/karuizawaicepark

https://www.instagram.com/karuizawaicepark/
軽井沢アイスパーク

https://www.instagram.com/sckc_workout/ジム
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￭ 第１号議案｜事業別活動報告｜スポーツマーケティング部

① 総合型地域スポーツ事業

a. 風越公園指定管理業務（7施設） 令和３年４月１日から令和８年３月３１日

※風越パークコーオペレイション （一般社団法人軽井沢町振興公社とのJVによる）
自主事業 （キッズスポーツプログラム9種類、ヘルスケアプログラム21種類、レンタル、販売など）

b. 木もれ陽の里健康増進部門 令和5年4月1日から令和6年3月31日まで

c. 指導者派遣（通いの場、保健補導員ノルディックｳｫｰｷﾝｸﾞ、児童館放課後子供教室、スピードスケート3校合同練習）

d. サークル（エイジシュートゴルフクラブ、ランニングサークル、カーリングサークル、軽井沢サイクリング同好会、軽井沢FRDプロジェクト）

e. SC軽井沢スケートクラブ 4月～10月陸トレ 11月～2月氷上 週3回の活動

f. 第14回軽井沢ユニバーサルスポーツ祭 10月22日 120名参加

g. 軽井沢こども未来基金 寄付総額3501万円 町内2つ児童養護施設へのサポート 送迎支援

② スポーツツーリズム事業

企業、団体向け チームビルディングプログラム 通年 ※教育旅行、インバウンド含む

個人向けカーリング体験プログラム 通年

出張パーソナルトレーニング

Pueri Parl（プエリパーク・子供のためのパーソナル運動）

軽井沢国際カーリング選手権大会2023 12月1-3日
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￭ 第１号議案｜事業別活動報告｜スポーツマーケティング部｜総合型地域スポーツ事業

風越公園指定管理業務>>軽井沢アイスパーク カーリングホール

施設の利用に関する業務

① 施設の利用申し込みに関する業務

② スポーツ振興事業に関する業務

施設の維持管理及び軽微な修繕

① 施設内外の清掃業務

管理運営に関する業務

① 視察の対応＞公益財団法人日本財団・福井県福井市議会

② 各種競技会の対応と協力、連携、指導者派遣等

月別利用状況

総合体育館がG7⾧野県軽井沢外務大臣会合のメディアセンターとなり営業の可否が直近まで決まらな

かったことが影響し、4月の利用人数は大幅に落ち込んだ。

しかし、国際大会や全日本級の大会が開催されたことで利用人数は昨年度並みとなった。
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￭ 第１号議案｜事業別活動報告｜スポーツマーケティング部｜総合型地域スポーツ事業

風越公園指定管理業務>>軽井沢アイスパーク 屋外スケートリンク

・令和5年12月28日から令和6年1月8日までの12日間を午前1回、午後1回の体験教室を開催した。

・今年度の体験利用者は１００名。（前年比-26名）

・開催日数が前年度より2日少なく、子供と一緒に参加される方も少なかった。

・来場者数は１月2日に過去最多人数を更新したが、大人の方の来場者が多く、初心者向けのである体験教室に

参加される方は少なかった。

風越公園指定管理業務>>総合体育館

・子ども向け教室5教室、大人向けプログラム5教室を開催

・子ども向け教室のフットボールスクール火曜クラス、風越キッズテニススクールが閉鎖

・軽井沢ジュニアダンススクール、子ども体育塾火曜クラスが6月より新設

・令和4年度比で全体1,300名ほど参加人数が増加

・友人の紹介など口コミで知ってからの入会が多数

・大人の教室は減少したが、G7開催の影響や先生の都合などにより開催回数が減ったため

風越公園指定管理業務>>スカップ軽井沢トレーニングジム

① ジムの利用者について

・令和4年度の平均延べ利用2408人、昨年度の平均利用延べ人数2943人と1年通して利用率が

増加。（内、繁忙期の7～8月の延べ利用者が約3000人、8月は通常時より約1000人延べ利用者

が増）

・団体（お連れ様やグループでの利用3～5名）の利用が増加傾向

② プログラムについて

・昨年度はパーソナルを行えるスタッフが増えたため、令和4年度に比べパーソナルの本数が増加。

思っていたほど本数を伸ばせず（リピーターが少なく単発が多かったため）

・パーソナルの利用率を上げるよう声掛けを行ったためか、メニュー作成の利用率が減少

・今までグループでの利用が少なかったが、数人でのジム利用者が少し増えてきていることから、

グループトレーニングを定期的に受けてくださる方が増えた。

風越公園指定管理業務>>スカップ軽井沢プール

① 子ども水泳教室

・5月から金曜日15:30クラス、10月から火曜日16:30～17:30クラスをの2クラスを新たに設立

・在籍人数219名（2024年3月末現在） 昨年より＋38名

② 中学生～大人向け水泳教室

・教室参加者の延べ人数は2171名と令和4年度に比べ288名少なかった。

・5年度の冬は天候の影響などにより、参加者が少なかった

9



￭ 第１号議案｜事業別活動報告｜スポーツマーケティング部｜総合型地域スポーツ事業

10

自主事業実施人数>>軽井沢アイスパーク・総合体育館



￭ 第１号議案｜事業別活動報告｜スポーツマーケティング部｜総合型地域スポーツ事業

11

自主事業実施人数>>スッカップ軽井沢（トレーニングルーム・水泳）



￭ 第１号議案｜事業別活動報告｜スポーツマーケティング部｜総合型地域スポーツ事業

令和５年度 健康増進事業費補助>>木もれ陽の里健康増進部門

・昨年よりも利用人数が増えここ５年間で最大の人数となった

・健康への関心や口コミなどからか再利用や新規利用者・個別指導希望者が多くみられた

・2007年の開館からの来館者が約50万人となった。引き続き快適な施設つくりを心掛けたい

業務内容

① 運動指導

利用の相談対応・初回講習・運動プログラム、運動教室、個別指導の運営と指導 など

② 安全管理・施設管理業務等

・水中運動室、運動トレーニング室、浴室・更衣室の定期的な見回りと点検、安全確認
・健康増進部門館内管理、利用料金等の管理受け渡し など

③ 利用者のデータベース管理・運動プログラム開発・体力評価

運動施設利用人数の推移 （延べ人数）

2023年度

令和5年度

2022年

令和4年

2021年

令和3年

2020年

令和2年

2019年度

令和元年

23,995人15,908人12,637人9,849人21,346人運動利用者

150.9%125.88%128.31%46.14%95.26%前年比
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￭ 第１号議案｜事業別活動報告｜スポーツマーケティング部｜総合型地域スポーツ事業

木もれ陽の里健康増進部門>>月別利用者数

13

木もれ陽の里健康増進部門>>令和5年度運動プログラム



￭ 第１号議案｜事業別活動報告｜スポーツマーケティング部｜総合型地域スポーツ事業

派遣請負>>スピードスケート

・前年度より派遣回数が１回少なかった分は、外部のスポーツクラブから依頼があり、その1回分が減ったため。

各小学校からの派遣依頼は例年同じ小学校からの依頼だった。

・指導者派遣人数と参加人数はその年の生徒さんにより前後するため、参加人数や依頼に合わせて、指導者の人数

を調整した。少ない派遣人数で大勢の参加者指導ができた。

・指導できるスタッフを増やし、指導者１人当たりの負担を軽減できた。

前年比参加人数前年比派遣人数前年比派遣回数

＋10名1,812名ー10名46名ー1回24回

派遣請負>>保険補導員ノルディックウォーキング

① ノルディックポールを使用したウォーキング指導

町内の保健補導員への運動指導として全10回初級者・中級者コースを作成し実施

延べ200名程度の町内町外の利用者、リピーターが増加

派遣請負>>放課後子ども教室

①児童館利用の子供たちへの運動指導

中部小学校 7回（体育塾、ボッチャ、サッカー2回、工作3回）

西部小学校 1回（体育塾）

東部小学校 2回（体育塾、キックベース）

派遣請負>>通いの場

① 運動指導

各地区の公民館などに出向き、運動不足に繋がるストレッチ体操や筋力運動

ボールゲーム・ボッチャなどを実施

町内20か所101回/延べ1,300人参加

14



￭ 第１号議案｜事業別活動報告｜スポーツマーケティング部｜総合型地域スポーツ事業

サークル>>カーリング

実施回数 21回（33回 ▲12回）

参加人数 194名（352名 ▲158名）

平均人数 9.2名（10.7名 ▲1.5名）

実施回数が減った要因は団体予約が増えシートに空きがなかったため

平均人数はコロナ以降、年々減少傾向（2019年 ≒14.1名）

コロナで休止していた期間から参加回数が減少になる人が増えた

サークル>>ランニング

参加人数 903名（780名 ＋12.3名）

参加人数 火曜日≒12.7名 土曜日≒5.1名

マラソン大会が各地復活し、メンバーも出場に向けて練習する機会が増えてきた

サークル>>エイジシュートゴルフクラブ

4月時点は48名（休会のぞく）のスタートでしたが、昨年度は新加入が多く11月には58名となりました。雨のため

2回の中止もありましたが、12回の例会を開催。参加のべ人数は352名、エイジシュートも8回の達成がありました。

11月1日には活動拠点であるオーソルヴェール軽井沢倶楽部で納会を開催。初のエイジシュート達成者や皆勤賞

などを表彰しました

サークル>>軽井沢サイクリング同好会

実施回数 6回（第2土・雨天中止）

参加人数 延べ29名（メンバーは30～60代の男女です）

軽井沢近隣に加え、八ヶ岳山麓や志賀草津道路など季節に合ったルートを走りました。サイクリングイベント

（南魚沼サイクルフェスタ）にも出場しました。

サークル>>軽井沢Forest Ranger Dog プロジェクト

実施回数 9回

参加人数 延べ110名＆90頭

愛犬と一緒に軽井沢町内をウオーキング。

野生動物（熊の毛皮）の臭いチェックも行いながら、健全な共生を目指して実施。今年は全国的に熊の出没情

報が多い為、日々の生活にも役立つように社会貢献イベントとして実施している。

15



￭ 第１号議案｜事業別活動報告｜スポーツマーケティング部｜総合型地域スポーツ事業

第14回軽井沢ユニバーサルスポーツ祭

16

2019年6月に実施して以来、4年ぶりの開催

参加者は124名と2019年の約1/3となったが、参加者からは喜び

の声が聞こえてきた。

2019年ベースに戻るまでには数年の開催が必要ではないかと考え

る。（新たに実績を作っていく必要がある）



￭ 第１号議案｜事業別活動報告｜スポーツマーケティング部｜総合型地域スポーツ事業

17

軽井沢こども未来基金

送迎利用（月間延べ人数）

西ルート 2,157名

2309月1048月1937月2216月1675月1084月

1713月2172月1821月15112月20711月20610月

東ルート 509名

579月128月287月286月185月64月

283月502月671月4212月9311月8010月

月謝支援（令和5年度延べ人数）

73水泳46体育塾

36ミニバスケット2自由研究プログラム

19ダンス50フットボール

3軽井沢カーリングクラブ59スケート

延べ288名



￭ 第１号議案｜事業別活動報告｜スポーツマーケティング部｜総合型地域スポーツ事業

18

SC軽井沢スケートクラブ

クラブチームとして活動し始めて8年目。

小学校１年生～中学校３年生までが活動。 中学生１3名 小学生19名。毎週 月曜・木曜・土曜の３回。

軽井沢の冷涼な土地柄を生かした伝統・文化のある『スピードスケート』を通じて、体力や精神力はもちろん、生

きる力や人間力を身につけることを目的とし、活動を行っている。

活動実績

① 年間活動

体力測定、登山、町内ゴミ拾い（SDGｓ活動）

水中運動、通い夏合宿、砂浜トレーニング、砂浜ゴミ拾い（SDGｓ活動）

職業体験（SDGｓ活動）、陸トレ講習会参加

陸上大会参加、エムウェーブ練習実施

各種大会出場、栄養学講習会実施

② 大会成績
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出張パーソナルトレーニング

①出張型トレーニング及びコンディショニングプログラムの提供

コロナ禍からの定住型リピーターの増加、シーズン期の別荘クライアントへの需要が徐々に増えつつある

Pueri Parl（プエリパーク）

①子供の目的別パーソナル運動の提供

個々の目的に合わせ指導者がマンツーマンで付き、目標達成の成功体験を提供

遊びを取り入れ楽しみながら目標達成を目指す

軽井沢国際カーリング選手権大会2023

25周年として開催した本大会は「ユニクロ」がスポンサーとして名を連ね、先方の持つ広報・PR力を活用。

多くの方に大会開催のPRができた。また、25周年記念大会特別レポーターとしてカナダテレビ放送局

CBCよりDevin Heroux氏を招聘し、大会の取材と冬の軽井沢観光という目線において自身の持つ

SNSアカウント「X」を利用し、国内外多くの方にPRを実施。（Devin氏のフォロワーは7万人。招聘当

時）最大5.5万人のリーチ数を獲得した投稿もあり、大会の広報力では届かせられない層にアピールす

ることができた。

また、開催当初より、カナダからトップチーム招聘に尽力いただいている、Elaine Dagg-Jackson氏に

特別功労賞を贈呈。カーリングを軸とし、今後ますますの軽井沢とカナダの親睦が深まることを祈念した。

競技会男子優勝はカナダTeam Gushue、女子は中部電力のTeam Kitazawaとなった。

Devin Heroux氏 Elaine氏への特別功労賞

Team Gushue Team Kitazawa
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① カーリング未来プロジェクト

2月の日本選手権では女子が優勝、男子が準優勝、日本ジュニア選手権ではアカデミー生の男子チームが準

優勝さらに日本MDでは、上野美優＆山口ペアが優勝を飾るなど、各カテゴリーで飛躍のシーズンとなりました。

クラブチーム内の結束とライフスキル向上のための地道な取り組みが少しづつ成果に結びついています。

a. 男子チーム 柳澤 李空｜山口 剛｜山本 遵｜小泉 聡 公・・・公式大会 ツ・・・ツアー大会

成績大会名月種別

7位世界カーリング選手権 2023 男子 （カナダ・オタワ）4月公

3位パンコンチネンタルカーリング選手権2022（カナダ・ケローナ）11月公

準優勝第41回 全農 日本カーリング選手権大会（北海道札幌市）24年2月公

3位どうぎんカーリングクラシック（北海道札幌市）8月ツ

5位Alberta Curling Series Major（カナダ）9月ツ

3位Scott Comfort RE/MAX Blue Chip Bonspiel（カナダ）12月ツ

b. 女子チーム 上野 美優｜金井 亜翠香｜西室淳子｜上野 結生｜両川萌音

成績大会名月種別

優勝第41回 全農 日本カーリング選手権大会（北海道札幌市）24年2月公

3位MCT Challenge（カナダ ウイニペグ）9月ツ

3位S3 Group Curling Stadium Series（カナダ スウィフトカレント）9月ツ

準優勝ACS Women’s Event2（カナダ ボーモント）11月ツ

b. ミックスダブルス 上野 美優｜山口 剛史

成績大会名月種別

優勝第17回 全農 日本MDカーリング選手権大会（軽井沢町）24年3月公
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c. エリートアカデミー（ジュニア育成）

8年目を迎えたエリートアカデミーは、15名の選手が所属しました。今期は従来の氷上練習やフィジカルト

レーニングに加え、クラブチームの結束や考え方の共有をはかっていくための全体合宿やチューター制度等を

導入、選手やコーチ、生徒間のコミュニケーションが飛躍的に向上しました。

b. 大会

① CITIZEN U21 軽井沢Jr.チャレンジカップ2024

試合経験の少ないジュニア選手により多くの試合の場を提供し互いの技術を競い合い地域を超えて交流

することで選手としてまた人間としても成⾧するきっかけを掴んでもらう事。また将来のカーリング界を担うジュ

ニアカーラーの競技力を向上を目指し世界へ通じる育成の場を提供することを目的として開催。2023年2

月2日（金）～4日（日）の3日間、軽井沢アイスパークに全国から16チームが集まり、熱戦が繰り広げ

られた。

② 大東建託 信州ジュニアリーグ2023-24

大東建託「未来のアスリート支援プロジェクト」が掲げる、“アスリートの 夢の実現と挑戦を応援していく”事

を目的に、大会が少ないジュニアカテゴリーの選手達に実戦の場を増やし、技術を研鑽しながら選手同士

が交流することで、競技者として・人間としての成⾧を促します。地域のジュニアカーラーの競技力を向上さ

せ、世界に通じるアスリートの輩出を目指す。年間4節から成り軽井沢・御代田のジュニアチームが12チー

ム参加、スキルを競い合いました。
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② カーリング活性化プロジェクト

＜活動内容＞

通年 隔月１回 活性化プロジェクト推進委員会

通年 ⾧野県カーリング協会事務局（受託）

通年 令和5年度スポーツ庁補助事業 受託

＜2023事業＞

スポーツ庁補助事業（2023年度採択内定）

令和5年度「スポーツによる地域活性化推進事業」

取組名称:「カーリングの町・軽井沢」へカーリングを軸とした地域活性化事業

■地域外からの通年型の誘客拡大を図るアウター施策

施策1 :インバウンドのカーリングプログラム需要の掘り起こし

施策2 :大学の授業やゼミ合宿などでのカーリングの活用と大学生カーラーの獲得

施策3 :「本州大学オープンカーリング大会2024」実施

■住民向けの継続的な交流人口拡大を図るインナー施策

施策4 :軽井沢近郊の大学カーリング部確立＆ジュニア層のパスウエイの確立

③ ナショナルトレーニングセンター競技別強化拠点施設｜軽井沢アイスパーク活用事業

トップアスリートが施設を利用するための環境整備とマネジメント、設備の利用サポート等を行った

内容日にち

強化指定チームのサポート、月例ミーティング通年

競技別NTCマネージメントミーティング5月19日

NTC会報発行 (12号、13号)11月

合同合宿サポート（一般・ミックスダブルス）12月

競技別NTC合同ミーティング12月8日
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